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歯冠部 歯根部 歯冠部 歯根部
Mesial 17．3 17．1 20．215．3
Distal 19．4 17．5 19．616．2
LabiaI
auccaI 21．2 17．5 20．6 17．7
Lingual 18．4 15．5 18」 18．1
Occlusa1 19．7
Caries 7．7 7．3
Tartar 19．0 18．2
〔Yの平均値〕前歯部：歯冠部＝19．1，歯根部＝　16．9
　　　　　臼歯部：歯冠部＝19．6，歯根部＝16．8
面を測定し，Yの値を調べてみた（表3）．臼歯部
はMesial（Mと略），　Occlusal（0と略），　Dislal
（Dと略），　Buccal（Bと略），　Lingua1（LI
と略）を測定した．MにおけるYの値は歯冠部，
歯根部合わせて11．8～24．6の間にあり，平均17．
8，歯冠部20．2，歯根部15．3であった．Oにおけ
るYの値は11．2～30．6の間にあり，平均19．7で
あった．DにおけるYの値は11．2～26．2の間にあ
り，平均17．9，歯冠部19．6，歯根部16．2であり，
BにおけるYの値は13．4～28．2の間にあり，平均
19．2，歯冠部20．6，歯根部17．7であった．また，
LIにおけるYの値は，歯冠部，歯根部合わせて，
11．4～26．6の間にあり，平均18．1，歯冠部18．1，
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歯根部18．1であった．
　②臼歯部におけるYの値は，Bの平均歯冠値が
最も高く，20．6の値を示し，Mの平均歯根値15．
3が一番低い値であった．
　③歯冠の平均値は19．6を示し，歯根部では16．
8と低値を示した．また，cariesではYの値は6．
0～7．4の間にあり，平均7．3の値を示した．
4．考 察
　歯牙の色彩は，歯牙の構造によってある程度左
右される．解剖学的に，前歯にしろ臼歯にしろ複
雑な構造を示し，前歯部の切端は唇舌的にエナメ
ル質のみによって構成されているので，独特の暗
色の加わった白色透過性の切端色を示す．また，
歯冠の中間部分は象牙質が厚い上に，エナメル質
もある程度の厚さを示して被覆しているので，白
色に加えてやや黄色みを呈している．さらに歯頸
部に近づくに従って，エナメル質の層は次第に薄
くなり，セメント質の層に移行し，象牙質の特有
な色が滲み出してくる．この構造は個人差もあり，
年令差もある．以上の条件があるので，測定の部
位によっても測定値の変化があり，また，歯牙の
表面の微細構造，でこぼこと色々なファクターが
加わって，一定構造を示さない．以上の様な関係
で，歯牙の測色はなるべく微小部分の小さい視野
で測色出来る状態を考えなければならない．そこ
で，第1報で報告した様にガラスファイバース
コープで光源を外に取り出し，検知部の受光器を
φ2m／m，φ0．5m／mに紋り，また，ガラスファイ
パーならば光は曲った経路でも取入れ測定出来る
という利点の便利さがあり，口腔内の測定にも応
用出来る様に苦心配慮した．その状況の上におい
て，健康歯とcariesをもつ抜去歯牙を用い，　M．
C．C．1型，　II型，　III型で歯の表面の色を測定して
みた．1型は検知部外壁が垂直で内壁2㎜あり，
II型は外壁が鋭角で内壁は同じく2㎜ある．一方
III型は外壁が薄く，内壁部の検知部受光器の直径
が0．5㎜に紋られている．歯牙Cariesの測定には
咬合面を測定する事が多い関係上，三つの型の検
知部の採光がまちまちで，1型，II型では外壁の
直径が大きいため検知部の受光器が咬合面に対応
出来ず，採取に正確性がないので，XYZの値に
変化があった．しかし，健康歯とcariesの差は明
らかに判定する事が出来た．しかるに，M．　C．　C．
m型は検知部の光の取り方が正確な関係上Yの平
均値が1型，II型に比較して安定しており，健康
歯とcariesの値の差はより以上に明らかになっ
た．それゆえ，頗食の検査にはnl型が最も適して
いる．前歯部ならびに臼歯部において，歯冠部よ
り歯根部の方が明度が暗く，また歯面では前歯部
でLA，臼歯部でBが一番明るく，　LIが前臼歯
部において最も暗い．今後本器械はCariesの診断
および種々の口腔内の判定，歯科材料の色の測定
に大いに役立つものと思う．
5．結 論
　C．1．　E、に基づく，三刺激値X．Y．　Z．表示方法
により，歯牙の表面をM．C．　C．1型，　II型，　In型
の改良された独自の器械で測定した結果，次の様
な結論を得た．
　1．歯牙の表面，特に咬合面はでこぼこが多く
測定に苦労があったが，考案されたM．C．　C．は微
細面の試料で測定が可能という便利さ，正確さが
あった．M．　C．　C．1型，　II型，　m型の’3つの型で
は，検知部の採光に差がある様に思われる．微小
表面積を測定する有効性から考えると，外壁が薄
く，内壁部の直径が0．5m／mに紋られた，　MC．
C．III型が一番正確性があり測定し易い様に思わ
れる．
　2．M．　C．　C．1型，　II型，　III型の測定値共，明
らかに健康歯とCariesの色の差を認めた．
　3．M．　C．　C．　nl型を使用し歯の表面を各面にわ
たり測定したところ，明度（Yの値）は，前歯部，
臼歯部共歯冠部より歯根部の方が，明度が暗かっ
た．
　4．歯面では前歯部でLA，臼歯部でBが最も
明るく，LIが前臼歯部において最も暗い値を示
した．
　5．今後本器械はCariesの診断，ならびに種々
の口腔内の判定，歯科材料の色の測定に大いに役
立つものと思う．
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